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What's Happening in Kanoya

　6月10日、東京都港区の芝弥生
会館で、「第17回関東地区吾平
会総会」が開催され、関東地区在
住の吾平町出身者など80人が参
加しました。当日は、吾平の学校
の様子や「姶良川河川愛護会」の
作文・図画コンクールの作品の展
示もあり故郷を懐かしんでいまし
た。また、「美しい故郷の川を守っ
てください」と「姶良川河川愛護
会」へ寄付金も寄せられました。

　6月17日、大阪市のホテルで、
「第４回関西鹿屋会総会」が開催
され、関西地区在住の市出身者な
ど、約130人が参加しました。
　懇親会では、ふるさとを懐かし
み、鹿屋への熱い思いを語りなが
ら、鹿屋の魅力を機会あるごとに
ＰＲしていかなければと盛り上が
りました。また、参加者から「ふ
るさとのために役立てて」と寄付
金も寄せられました。

　6月17日、リナシティかのやで
「かのやオーケストラファミリー
コンサート」が行われました。
　このコンサートは、乳幼児も含
め家族揃って楽しめる演奏会とし
て開催。曲目も大河ドラマやジブ
リ作品のテーマ曲など親しみやす
いものが選曲されました。また、
子どもたちによる指揮者体験も行
われ、和気あいあいとした雰囲気
の中で演奏会は行われました。

　6月27日、ハンセン病問題への
正しい理解を深めることを目的に
中央公民館で「ハンセン病問題啓
発講演会」が開催され、約70人が
参加しました。講演会では星塚敬
愛園の後藤正道園長が「ハンセン
病の正しい知識」と題して講演。
また同園入所者の山口シメ子氏が
「いのち」と題して、過酷だった
過去の記憶を乗り越え今を生きる
大切さを訴えました。

　6月24日、市中央公民館で市内
外に住む在住外国人と中華料理を
作る「世界のクッキングサロン～
中国編～」が行われました。これ
は、中華料理を作ることを通し
て、中国の文化や習慣を理解しよ
うと行われたもの。参加者は、講
師に招かれた鹿屋体育大学に留学
中の劉ソウン氏の教えのもと、本
場の中華料理を学び、在住外国人
と異文化交流を行いました。
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農高オリジナル
「青春100％」限定販売

在住外国人と一緒に
クッキング

　鹿児島・宮崎両県のファミリー
マートで販売する鹿屋農業高校オ
リジナル青春100％の新商品「ち
ぎっ茶おう！」「ちゃチャ茶メロ
ンパン」の販売が開始され、６月
26日、店頭ＰＲが行われました。
　青春100％は、同校生徒が原料
の生産から商品開発まで携わって
いる商品。生徒たちは「緑茶も一
緒にどうぞ」と自信を持って商品
をＰＲしていました。

　6月14日、古前城町の鹿屋農業高校実習用水田で、
「ドロンコ祭り」が開催されました。　 
　これは、土と水の恵みに感謝しようと毎年行われて
いるもので、同校農業科の生徒約70人が参加。生徒
たちは、全身泥まみれになりながら、田んぼフラッグ
やサッカーなどの競技を楽しみ、最後は全員で校歌を
斉唱し、豊作と全員の進路決定を願いました。
　同校では、約1.2haの水田で無農薬・無化学肥料に
よるコメ作りを行っており、そのうち約0.5haではア
イガモ農法にも取り組むなど、安心安全なコメ作りに
取り組んでいます。

豊作と進路決定を願って
ドロンコ祭り 梅雨の合間に田植えを体験

　6月13日、下高隈町の田んぼで星幼稚園の園児97人
が田植え体験を行いました。
　これは、中山間地域等直接支払制度の協定集落であ
る上別府湧水友の会が、子どもたちへ食育を推進する
とともに、自然とふれあいながら農業に関心を持って
もらおうと行ったもの。
　子どもたちは、ぬるぬるとした泥の感触に戸惑いな
がらも、友の会の皆さんのアドバイスに従って、どろ
んこになりながら丁寧に苗を植えていました。また、
昼食には、地元のお米で作ったおにぎり弁当が振舞わ
れ、子どもたちはおいしそうに食べていました。

　6月24日、大切な文化を後世に
残そうと、串良公民館別館大ホー
ルで「第28回串良町文化協会発表
会」が行われました。
　当日は、琴や踊りなどの舞台発
表に約70人が参加。また、展示発
表では、生け花や絵画など78人が
出展しました。訪れた約300人の
観客は、舞台上で熱演を繰り広げ
る出演者や多彩な芸術に触れ、惜
しみない拍手を送っていました。
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ふるさとの魅力発信に貢献
吾平
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　6月4日から8日の5日間、本年4月に新規採用になった文部科学省、農
林水産省及び法務省の国家公務員3人の地方自治体実地体験を受け入れま
した。
　この研修は、人事院が実施する初任行政研修の一環で、中央省庁で働
く若手の国家公務員が地方に赴き、現場視察や実務体験を行うことで、
地方の実情を理解し、今後の仕事に生かしていくことを目的としていま
す。
　研修生の3人は、鹿屋市における産業・観光振興、学校再編等の取組
に関する概要説明や実務、地域住民との触れ合いなどを体験し、「鹿屋
市の素晴らしさや課題を認識した。学んだことを国での仕事に生かした
い」と話していました。

中央省庁の新規採用職員が鹿屋市で研修


